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全日本海員組合(全日海、松浦満晴組合長)は人事

抗争が続いている。 20年ほど前から表面化し、多数

の裁判を争って来た。裁判録を見ると、人事抗争は、

泥沼化している。
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ブログで裁判録公開

汰判録は電干提示板(ブ口ゲ)の『いかん

ぜよ海晨組台(分Ｈ本海員組合の両生を目

指して)｣と『羅針盤を宛行する会(船員社

会の内ﾆ生

中西組合長の頃は良かった

'中I西さんの頃の全口海は良かった。話

し合いが出来たし、こちらの立場も分かっ

てくれて、|寫勺的だった｡｣( 長111j離フェリ

ー経営者)。

中西昭|:郎氏が組ａ長たった2000(1112)

年頃までの令｢ll海は優良な組織としての評

４　月 刊 内航 海 運　20  2制R5},li，

価が高かった。

その後継を巡って、ナンバー２の井出本

栄副会長とナンバー３の北山等副会長が対

逞したのが人事抗争の始まりだった。

結果は拝川本副会長が勝ち、北山副会長

は報復入串を受けて役員(中央執行委員)か

ら除外さわた。それは井出本氏の後任の藤

渾洋二組合長と大内教正副会長に引き継が

ｵ1、さらに北山氏への風当たりが強くなっ

た。そうした中で水面下で見えなかった人

事抗争が表面化した。

対立候補を定期大会の会場から締め出す

発端は北山氏が2008(1120)年の全日海の

定期大会の組台長選挙に立候補したことだ

った。そ才lを阻むために藤渾組介長と人内

副組介長は北山氏を人会(選挙)会場に入れ

ず、立候補を無効とした。

続いて2008(H20) 年４月に北山氏を解雇

し、組台宿舎からの退去を求めた。さらに
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▲ブログ 「いかんぜよ海員組合」
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2009(112 1)午日 月の定期人会では大内副組

介長が大会の席|しで北山氏を｢ 周囲にガス

を放つ腐ったリンゴのような俘在｣ と侮辱

した。

こわら 一連の事件を北山氏は裁判に訴え

た。結果は、ほとんど勝利した。

｢大会人場阻【L裁判】に口011(H2:n 年 １

月に東京高撒で結審した。入場阻お ま違法

とし、令日海と藤渾組介長。大内副組合長

の３晋にぼ鑓汀(jの罰余を命じた。

l解雇・宿舎退去裁判j に赳)10(1122)年

１月に賊高裁で結審した。｢ 解雇は無効_

｢( 北山氏に) 月々50数万円の給り･を支払

うこと｣7 宿舎は従来通り使用しても良いj

という判決だった。
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▲プログ「羅針盤を発行する会」

｢腐ったりンゴ裁判　は20 日(|!23川18

川こ東京高裁で結審した。人内副組台妊の

｢腐ったl｣ ンゴ｣ 発言は北山氏への名芦毀

損に当たるとし、120 巧円の慰謝料の支:払

いを命じた。

敗訴が続いても藤深・｡人内両氏の北|｣｣氏

に対する嫌がらせは収まらなかった。

2010 (|122)年３月には解雇から復職して

きた北山氏を部長からヒラ職員に降格した。

㈲時に｢ 出社に及ばず｣ とばかりに自宅防

磯を命じた。　これに対し、北山氏が提､訴し

た。

この7 降格 一白宅待機片=剛 にJ1012(|削)

年１月に束京高裁で結審した。1 豺削ま無

効｣ とし、藤渾組合長と人内副組合長に200

ﾋﾞ(巴:国昌).Ei.　月 刊 内 航 海 運　 ５



万円の慰謝料の支払いを命じた。

2010(1122)年11月９日には再び組合長に

立候柿した北山氏を定期大会会場に入れな

かった。北山氏は落選した。藤渾組合長の

３選が確定した。

北山氏ば2011(1123)年１月、｢ 大会場へ

の入場匪L止｣ と｢ 藤潭組合長の当選無効｣

を告訴した。束京高裁は2012(H24) 年１月、

｢入場阻止は違法JF 藤潭組物長は当選無

効」「16

した。

｀
（

．
り万円の慰謝料を支払えj と判決

違法選挙でも組合長は容認

ところが控訴審の東京高裁が一部変更を

加えた。 「藤渾組合長の当選は有効。しか

し、（北山氏への）入場阻止は選挙の無効原

因となるものではない」とした。納得のい

かない北山氏は上告した。しかし、2013

1999(H11) 年以降の全日海役員

年度 和暦 組合長 組合長代行・副組合長 役員(中央執行委員)

1999 ･ lil l中呵叩士郎 井出本祭ｉ 北山等 福岡政人 小堀廣行 松岡大和 宮脇哲也 片岡和夫

2000 ||12 11 μ 北山等 福岡暇人 小堀廣行 松岡大和 宮脇哲也；片剛和夫

2001　111:1井出本祭 剛M]和火 jj 馬越洋造 il 福岡成人 平山誠一｜:大内教正

１剛|| 目

200;卜||15

1「 Xf μ Fj lj ry
［

jy　　　　　　　　 ひ
｜

lj μ 平山誠一 ９ 11 μ 大内教正 北山等

2川田||16 !夕 yl jJ jj 1夕 μ jl
｜

Xj

1

2聞5 ||17 lj 藤澪洋二 ｜平山誠一 馬越洋造 近藤寿栄造 二尼勝 大内教正　　三宅隆

拙川 ||18 藤津洋二 大内教正 池田秀男 近藤獅栄造 臨橘継.-: μ 三宅隆

2聞7 ||19 lj 11 夕J 1夕 IF jl 尽

2呻8 |120 ９ 11 j♂ 商橋健二 中渾政光 田中伸一

2聞9 |121 jX 11 j7 Fj lf jj

2旧０ |122 ９ XI ｜　jJ μ Fj jF

20川
-
2012

|123 刄 11 田中伸一i 森田保己 川中11jけ 尚橋健 二 立川畔斤 松浦満晴

［1211　　 『J 田中伸一 森田保己 池谷義之 高橋健二 平|刈英彦 lj XS

2叫３ 1125　大内教正 11 ?y XI μ Ｍ ９ μ

201 1[126　森田保己 μ 松浦満晴 xi　　　　

l　　　

rr ９ 1「 勘場賢次

yOI;1 ｜「E27

［　　XI
1「 11 J♂　　　　　　　　Xg jj rj 11

20沁 H28 μ IF μ 11　　　　　　　　Xi

［

μ
F夕 lf

20【7 L囚 μ 1j il 1♂ Xg j7 ９ 鈴木順三

20LS H30 Xり　　　　
｜　　　　F.

「

｜

IF μ jl ９ IX μ

加H〕Ｒ１ Xy　　　　　　　　9 11 11
｜

jl　　　　:　　　　jJ ,F7 μ

加20 Iに 夕1　　　　　　　　1「 IF 1か

｜

″　 ｜　　rJ lj 11

強劉 Iに 松浦満晴　　　り 鈴木順三 1♂
i

XI　　　　゛　　　jJ jj 斎藤洋

2022 1 1丿 ly rj lj 1が ly jX μ
1戸

頴23し
XI jJ IF 1が XI μ が μ

（注）太字は原告または被告名

６　月刊 内航海運　2023(R5).6.








